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【要旨】

人間性の探究は、「科学化」をめざす政治学にとり、もはや本分とは見なされない課題となっ

た。今日、それは、もっぱら歴史上の知的遺物として、思想史研究者によって掘り起こされて

いる。しかしながら、政治改革や新たな政策が構想される際には、そこに何らかの人間観が入

り込みやすい。「人間と政治」という論題は、過去の思想家がのこした著作だけではなく、現代

の政治構想にも息づいているのである。

その具体例として、本稿では 1970 年代末に「大平首相の政策研究会」が発表した政策提言を

検討する。とりわけ本稿が焦点をあてるのは、提言が唱える新自由主義的な改革と、それを裏

づけるために引き合いに出された「「人と人の間柄」を大切にする日本文化」の関係である。本

稿で描かれるのは、必ずしも両立しない二つの思想が一つの政策文書に取り込まれるに至った

経緯と、両者の齟齬を解消するためにこころみられた調整の諸相である。

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス（CC-BY）下に提供します。

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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With the call for “scientification” of the study, the investigation of human nature has ceased 

to be undertaken as a proper research agenda within the present scholarship of political studies. 

Today, the classic agenda of “human nature and politics” is discovered and studied only as 

remnants of past philosophers. Nevertheless, political reform programs and new policy schemes 

are continuously presented with reference to specific understandings of human nature. The 

classic theme, “human nature and politics,” can be found in such contemporary constructs, not 

only in historical writings.

As an example, this paper will examine a political and social reform proposal submitted by 

politically appointed advisory groups under the Ōhira administration at the end of the 1970s. To 

be specific the uneasy relationship between the so-called neo-liberal reforms advocated in the 

proposal and the understanding of Japanese people as “relational” beings will be focused. This 

paper attempts to figure out why and how the conflicting two thoughts merged into one policy 

program, and what coordination took place in order to resolve the discrepancy.
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５
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厳
密
に
い
う
と
、
自
由
国
民
社
編
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
の
一
九
八
〇
年
版
で

は
項
目
名
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
索
引
で
「
先
進
国
病
」

を
引
く
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」
に
行
き
着
く
よ
う
に
、
両
者
は
同
義
と
理
解
さ
れ
て

い
る
。

（
６
） 
元
『
文
藝
春
秋
』
誌
編
集
長
の
田
中
健
五
が
語
る
に
は
、
中
心
人
物
は
香
山
健
一
で
、

ほ
か
に
公
文
俊
平
や
佐
藤
誠
三
郎
が
「
加
わ
っ
て
い
た
よ
う
」
で
あ
る
。
た
だ
、
土

光
敏
夫
に
執
筆
者
を
明
か
す
よ
う
に
頼
ま
れ
た
際
、
田
中
が
紹
介
し
た
の
は
香
山
で

あ
っ
た
（
グ
ル
ー
プ
一
九
八
四
年　

二
〇
一
二　

一
六
四
‐
一
六
六
頁
）
。
論
文
が
発

表
さ
れ
た
当
時
、
香
山
の
学
生
で
あ
っ
た
大
野
敏
明
は
、
香
山
に
「
グ
ル
ー
プ
執
筆

と
い
う
形
に
す
る
か
ら
、学
生
数
人
で
手
分
け
し
て
書
き
写
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
、

ほ
か
に
三
人
の
学
生
と
と
も
に
原
稿
を
書
き
写
し
た
と
打
ち
明
け
て
い
る
。
そ
の
大

野
は
、
「
執
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者
は
香
山
教
授
た
だ
ひ
と
り
だ
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っ
て
い
る
」
と
述
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て
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る
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同

前　

一
六
八
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）
。
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７
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こ
こ
で
「
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ー
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」
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烈
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一
も
、
老
親
扶
養
者
に
対
す
る
所
得
税
・
贈
与
税
・
相
続
税
の
控
除
を
主
張

し
て
い
た
（
香
山　

一
九
七
八　

一
八
三
頁
）
。

（
９
） 

著
者
の
一
人
で
あ
っ
た
村
上
泰
亮
は
、
完
全
な
自
由
競
争
が
何
ら
か
の
均
衡
に
収
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懐
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。
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す
る
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す
る
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ア
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何
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の
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提
）
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り
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安
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い
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る
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競
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）
も
、
十
分
に
長
期
的
な
視
野
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す
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個
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（
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こ
れ
ま
で
香
山
健
一
と
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泰
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の
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代
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自
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義

へ
の
寄
与
と
い
う
点
で
同
一
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れ
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本
稿
で
指
摘
す
る
よ
う
な
相
違
は
看
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さ

れ
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き
た
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る
（
中
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四　

八
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九
六
頁
、
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〇
五　
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〇
二
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）
。
な
お
、
宮
本
太
郎
は
、
香
山
と
村
上
の
不
一
致
に
言
及
し
て
は

い
る
が
、
そ
の
思
想
的
な
淵
源
や
、
両
者
が
大
平
政
権
下
で
合
流
し
た
た
め
に
生
じ

た
政
策
構
想
の
不
整
合
に
ま
で
は
追
究
を
す
す
め
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は
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な
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二
〇
〇
八　
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八

頁
）
。

（
11
） 

こ
の
『
生ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
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設
計
計
画
』
（
一
九
七
五
年
）
は
、
井
原
哲
夫
、
鈴
木
淑
夫
、
地
主
重
美
、

原
芳
男
、
松
原
治
郎
、
村
上
泰
亮
、
蠟
山
昌
一
の
共
著
で
あ
る
が
、
総
論
を
担
当
し

た
の
は
「
村
上
泰
亮
（
東
大
教
授
・
経
済
学
）
、
鈴
木
淑
夫
（
日
銀
調
査
局
特
別
調
査

課
長
）
、
お
よ
び
蠟
山
昌
一
（
阪
大
助
教
授
・
経
済
学
）
」
（
二
九
五
頁
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
載
の
順
序
と
総
論
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
中
心
的
な
執
筆
者
は
村

上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
） 

香
山
健
一
と
は
対
照
的
に
、
村
上
泰
亮
ら
は
「
北
欧
型
福
祉
国
家
は
一
つ
の
意
義

あ
る
試
み
で
あ
る
」
と
認
め
て
い
る
（
村
上
・
蠟
山
ほ
か　

一
九
七
五　

一
〇
三
‐

一
〇
四
頁
）
。

（
13
） 

よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
村
上
泰
亮
は
、
脱
産
業
化
の
時
代
に
は
「
人
々
の
考
え

方
や
行
動
が
産
業
社
会
に
お
け
る
よ
う
な
一
様
性
を
失
っ
て
、
よ
り
多
様
に
な
る
だ

ろ
う
」
（
村
上
・
蠟
山
ほ
か　

一
九
七
五　

九
四
頁
）
と
見
通
し
て
い
た
。
こ
の
展
望

に
即
し
、
村
上
は
「
強
い
、
安
定
し
た
、
自
由
な
個
人
」
の
確
立
を
訴
え
る
。
も
は

や
日
本
は
従
来
の
「
集
団
主
義
的
特
性
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
依
存
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
」
ず
、
今
後
は
「
個
人
の
主
導
性
を
中
心
と
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い

か
ざ
る
を
え
な
い
」
が
、
そ
れ
が
「
脱
産
業
化
以
降
の
長
期
の
人
類
の
動
き
に
相
応

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
村
上
は
主
張
す
る
（
同
前　

一
〇
六
頁
）
。

（
14
） 

あ
る
書
評
は
、『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
を
「
一
九
六
〇
年
代
の
近
代
化
論
の
再
版
」

と
形
容
し
て
い
る
（
名
古
屋
歴
史
科
学
研
究
会　

一
九
八
〇　

八
八
頁
）
。

（
15
） 

同
書
で
は
、
公
文
俊
平
が
「
間
柄
主
義
社
会
」
の
構
成
員
を
「
浜
口
恵
俊
に
な
ら
っ
て
」

「
間
人
」
（contextual

）
と
呼
ん
で
い
る
（
浜
口
・
公
文　

一
九
八
二　

九
二
頁
）
。

（
16
） 

日
本
社
会
で
は
「
自
立
自
助
の
努
力
」
が
大
き
い
と
論
じ
る
根
拠
と
し
て
報
告
書
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
貯
蓄
率
と
生
命
保
険
加
入
率
の
高
さ
、
②
企
業
の
「
家

族
的
性
格
」
、
③
老
親
と
同
居
す
る
子
ど
も
世
帯
の
多
さ
で
あ
る
（
内
閣
官
房
内
閣
審

議
室
編　

一
九
八
〇　

一
四
八
頁
）
。
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ス
テ
ム
を
歴
史
的
、
文
化
的
に
形
成
し
て
き
」
た
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
香

山　

一
九
七
八　

七
四
‐
七
六
頁
）
。
伝
統
的
な
社
会
へ
の
円
滑
で
単
純
な
回
帰

に
よ
っ
て
「
自
主
性
、
活
力
、
自
立
心
」
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
社
会
が
出
現
す
る
と

は
、
香
山
も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
香
山
は
、
自
分
の
構
想
に
即
し
た
人
々
だ
け
に
希
望
を
託
す
ほ
か

な
く
な
る
。
た
と
え
ば
高
齢
者
の
扶
養
・
介
護
に
つ
い
て
、
香
山
は
「
親
不
孝
者

を
甘
や
か
す
よ
う
な
制
度
は
絶
対
に
作
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
強
い
口
調
で
戒
め

る
。
こ
の
姿
勢
が
そ
れ
な
り
の
支
持
を
得
て
い
る
と
踏
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

香
山
は
一
九
七
四
年
十
二
月
に
実
施
さ
れ
た
総
理
府
の
世
論
調
査
を
示
し
、
自
分

と
意
見
の
合
う
「
健
康
な
考
え
方
」
を
も
っ
た
人
々
を
持
ち
上
げ
た
。
そ
の
調
査

に
よ
る
と
、
回
答
者
の
六
割
以
上
が
老
親
を
「
子
供
が
扶
養
す
る
の
が
当
然
」
と

答
え
て
い
た
。
し
か
し
逆
の
見
地
に
立
つ
と
、
香
山
と
は
違
う
考
え
を
も
っ
た
人
々

も
四
割
ほ
ど
に
の
ぼ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
年
金
な
ど
社
会
保
障
に
よ
っ
て
社
会
が

扶
養
す
べ
き
だ
」
、
あ
る
い
は
「
経
済
的
に
十
分
な
余
裕
が
な
け
れ
ば
子
供
が
扶

養
し
な
い
の
も
や
む
を
得
な
い
」
と
答
え
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
香
山

は
、
「
健
康
」
な
人
々
の
支
持
を
頼
り
に
自
説
を
押
し
通
す
。

こ
の
調
査
で
み
る
限
り
、
国
民
の
六
割
以
上
は
健
康
な
考
え
方
を
し
て
い
る

と
言
え
る
が
、
あ
と
の
四
割
弱
は
全
く
甘
っ
た
れ
、
自
主
性
、
自
立
性
が
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
制
度
は
こ
の
健
康
な
六
割
強
の
国
民
を
激
励
し
、

不
健
康
な
四
割
弱
に
厳
し
い
性
格
の
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同

前　

八
二
頁
）
。

と
り
わ
け
変
動
期
に
あ
っ
て
は
誰
の
耳
に
も
心
地
よ
く
響
く
「
伝
統
」
を
持
ち

出
し
つ
つ
も
、
香
山
は
、
異
論
の
排
除
を
へ
ず
に
新
自
由
主
義
的
な
改
革
は
な
し

遂
げ
ら
れ
な
い
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
） 

た
と
え
ば
、
宇
野
重
規
は
、
大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
が
提
起
し
た
諸
課
題
は
今
日

に
至
る
ま
で
解
決
さ
れ
て
は
い
な
い
た
め
、
そ
の
議
論
は
現
代
的
な
意
義
を
失
っ
て

い
な
い
と
評
価
す
る
（
宇
野　

二
〇
一
四　

一
七
三
頁
）
。
高
原
基
彰
は
、
ま
た
別
の

視
点
か
ら
研
究
会
に
注
目
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
日
米
経
済
摩
擦
を
背
景
と

し
て
無
数
の
日
本
論
・
日
本
人
論
が
書
か
れ
、
そ
の
な
か
で
「
日
本
的
経
営
」
に
も

と
づ
く
日
本
社
会
の
特
殊
性
が
強
調
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
主
張
の
「
元
祖
的
な

存
在
で
あ
り
、
す
で
に
完
成
形
を
示
し
て
も
い
た
」
書
物
と
し
て
、
高
原
は
政
策
研

究
会
の
報
告
書
を
位
置
づ
け
て
い
る
（
高
原　

二
〇
〇
九　

一
三
一
頁
）
。
し
か
し
、

両
者
と
も
、
発
想
の
源
泉
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
提
言
の
内
容
を
解
明
す
る
よ
う
な

詳
細
な
点
検
に
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

（
２
） 

ほ
か
に
は
「
開
発
途
上
国
へ
の
援
助
、
平
和
共
存
」
を
選
ん
だ
人
が
二
〇
％
ほ
ど
に

の
ぼ
り
、
「
経
済
大
国
」
は
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
月

三
日
）
。

（
３
） 

本
稿
は
、
筆
者
が
、
二
〇
一
六
年
度
に
韓
国
外
国
語
大
学
校
よ
り
東
京
外
国
語
大
学

に
招
聘
さ
れ
て
い
た
朴
容
九
教
授
と
お
こ
な
っ
た
共
同
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
い
て

い
る
。
朴
教
授
が
「
間
人
主
義
」
を
中
心
と
し
た
日
本
人
論
・
日
本
文
化
論
の
研
究

に
従
事
し
た
た
め
（
朴　

一
九
九
八
、
二
〇
〇
一
）
、
筆
者
は
日
本
人
像
自
体
の
妥
当

性
は
考
察
の
対
象
と
せ
ず
、
そ
の
日
本
人
像
と
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
構
想
と
の
関

係
に
焦
点
を
絞
っ
て
議
論
す
る
。
本
論
考
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
朴
教
授
に
く
わ
え
、

友
常
勉
教
授
（
東
京
外
国
語
大
学
）
か
ら
も
多
大
な
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
し
た
い
。

（
４
） 
自
由
国
民
社
編
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
の
「
先
進
国
病
」
に
関
す
る
記
述
の
変

容
に
つ
い
て
は
、
毎
日
新
聞
政
治
部
（
一
九
八
六　

五
七
頁
）
が
指
摘
し
て
い
る
が
、

そ
の
引
用
に
は
若
干
の
誤
り
が
あ
る
。
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し
か
し
、
と
く
に
第
二
節
で
詳
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
結
合
は
綻
び
が
目
立
つ

継
ぎ
は
ぎ
で
あ
っ
た
。
福
祉
国
家
か
ら
の
脱
却
に
要
す
る
個
々
人
の
「
自
発
性
、

活
力
、
自
立
心
」
と
、
伝
統
的
な
「
間
柄
主
義
」
の
特
徴
と
が
整
合
的
に
結
び
つ

か
な
い
の
で
あ
る
。
齟
齬
の
淵
源
を
探
る
と
、
第
三
節
で
指
摘
し
た
と
お
り
、「
先

進
国
病
」
の
観
念
を
振
り
か
ざ
し
て
福
祉
国
家
批
判
を
主
導
し
て
い
た
香
山
健
一

と
、
「
間
柄
主
義
」
を
提
起
し
た
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
著
者
・
村
上

泰
亮
と
の
思
想
的
な
相
違
に
た
ど
り
着
く
。
同
じ
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
の
呼
称

を
用
い
つ
つ
、
現
在
の
日
本
人
に
備
わ
っ
た
「
自
発
性
、
活
力
、
自
立
心
」
を
前

提
に
福
祉
国
家
路
線
の
放
棄
を
訴
え
た
香
山
と
は
逆
に
、
村
上
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ミ
ニ
マ
ム
の
保
障
に
よ
る
「
強
い
、
安
定
し
た
、
自
由
な
個
人
」
の
将
来
的
な
育

成
を
提
唱
し
て
い
た
。

香
山
の
政
策
論
と
村
上
の
歴
史
観
を
媒
介
し
た
公
文
俊
平
は
、
こ
の
不
協
和
音

を
察
知
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
浜
口
恵
俊
と
の
協
調
は
、
そ
の
矛
盾
を

調
整
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浜
口
は
、
内
面
の
「
自
律
性
」
を
転

轍
機
と
し
、
個
人
主
義
と
集
団
主
義
の
間
で
社
会
環
境
に
適
合
し
た
外
面
を
演
じ

分
け
る
人
間
観
を
提
起
し
て
い
た
。
自
ら
の
主
体
的
な
判
断
で
「
間
柄
」
の
重
視

を
選
択
す
る
「
間
人
主
義
」
の
日
本
人
像
を
取
り
込
め
ば
、
新
自
由
主
義
が
前
提

と
す
る
個
人
主
義
と
「
伝
統
」
に
根
ざ
し
た
集
団
主
義
の
断
絶
は
、
多
少
な
り
と

も
架
橋
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
福
祉
国
家
批
判
の
急
先
鋒
と
し
て
活
躍

し
た
香
山
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
新
自
由
主
義
と
「
伝
統
」
の
不
連
続
性
に
向

き
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

村
上
と
共
同
で
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
を
著
し
た
公
文
で
も
佐
藤
誠
三

郎
で
も
な
く
、
香
山
が
幹
事
を
務
め
た
「
家
庭
基
盤
の
充
実
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の

報
告
書
（
第
三
巻
）
は
、
第
七
巻
の
『
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
』
と
は
違
い
、

個
人
と
家
庭
の
「
自
立
自
助
」
に
依
拠
し
た
立
論
が
貫
か
れ
て
い
る
。
同
報
告
書

は
、
す
で
に
し
て
「
各
個
人
、
各
家
庭
、
各
職
場
に
お
け
る
自
立
自
助
の
努
力
」

が
大
き
い
日
本
社
会
で
は
（
註
⑯
）
、
福
祉
の
「
根
本
は
、
あ
く
ま
で
も
各
個
人
、

各
家
庭
の
自
己
責
任
に
基
づ
く
、
真
剣
な
自
助
自
立
の
努
力
に
あ
る
」
と
力
説
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
家
庭
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
策
も
、
第
一
に
「
各
個

人
、
各
家
庭
の
自
主
性
、
自
立
性
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
各
個
人
、
各
家
庭
の
自

立
自
助
の
可
能
性
を
拡
大
・
強
化
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
も
の
」
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
編　

一
九
八
〇　

一
四
七
‐
一
四
八
頁
）
。

こ
こ
で
は
、
人
間
観
に
関
す
る
限
り
、
過
去
と
将
来
の
間
に
一
貫
性
が
認
め
ら
れ

よ
う
。

と
は
い
え
、
香
山
も
、
自
主
性
・
自
立
性
を
要
件
と
す
る
新
た
な
社
会
の
構
想

と
「
伝
統
」
に
根
ざ
し
た
人
間
観
・
社
会
観
と
を
組
み
合
わ
せ
る
難
し
さ
に
気
づ

い
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
各
国
の
「
先
進
国
病
」
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
国
に
固
有
の
歴
史
的
、
文
化
的
特
質
を
媒
介
と
し
て
そ
の
諸
症
状
を
現

わ
」
す
と
想
定
し
、
既
述
の
「
英
国
病
」
に
く
わ
え
、
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
病
」

や
「
イ
タ
リ
ア
病
」
な
ど
の
言
葉
を
『
英
国
病
の
教
訓
』
の
な
か
で
並
べ
立
て
た

香
山
は
、
日
本
の
場
合
は
「
い
わ
ば
糖
尿
病
（
学
名
デ
ィ
ア
ベ
テ
ス
・
メ
リ
ト
ス

―
甘
い
サ
イ
フ
ォ
ン
の
意
味
）
に
酷
似
し
て
い
る
日
本
独
特
の
文
化
的
特
徴
を

持
っ
た
先
進
国
病
の
一
種
」
が
発
症
し
て
い
る
と
診
断
し
て
い
た
。
要
す
る
に
香

山
は
、
日
本
は
「
社
会
生
活
の
維
持
に
一
定
水
準
の
「
甘
え
」
を
必
要
と
す
る
シ
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し
た
浜
口
は
、
日
本
社
会
で
集
団
主
義
的
な
行
動
様
式
が
蔓
延
す
る
理
由
を
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

各
人
の
個
別
的
自
律
性
が
重
ん
じ
ら
れ
る
社
会
と
は
異
な
り
、
連
帯
的
自
律

性
の
優
位
の
下
で
は
、
各
自
の
自
己
表
出
は
、
当
人
の
属
す
る
上
位
シ
ス
テ

ム
（
家
や
地
域
社
会
や
組
織
体
）
と
の
関
係
に
お
い
て
、
良
好
な
ホ
メ
オ
ス

タ
シ
ス
を
保
つ
た
め
に
、
戦
略
的
に
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
（
浜

口　

一
九
七
七　

二
二
六
頁
）
。

こ
の
一
見
す
る
と
語
義
矛
盾
を
抱
え
た
「
連
帯
的
自
律
性
」
と
は
、
個
々
人
が

自
主
的
な
選
択
に
よ
っ
て
、
帰
属
し
て
い
る
集
団
の
利
益
を
優
先
す
る
態
度
を
指

し
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
浜
口
は
日
本
人
の
外
面
に
は
現
れ
な

い
自
律
性
を
と
ら
え
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
別
の
著
書
で
は
、
浜
口
は
「
日

本
人
は
、
集
団
の
中
で
〝
人
と
人
と
の
間
〟
の
連
帯
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
自
主

的
に
努
力
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
連
帯
的
自
律
性
は
十
分
も
っ
て
い
る
」
（
浜

口　

一
九
八
二　

iv

頁
）
と
記
述
し
て
い
る
。

公
文
と
浜
口
が
共
同
で
編
集
し
た
『
日
本
的
集
団
主
義
』
の
な
か
で
は
、
こ
の

よ
う
な
集
団
主
義
の
個
人
主
義
的
な
解
釈
が
、
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

同
書
に
は
「
間
人
＝
間
柄
主
義
」
（
浜
口
・
公
文　

一
九
八
二　

iii

頁
）
と
い
う

複
合
語
も
登
場
す
る
（
註
⑮
）
。

「
集
団
主
義
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
組
織
や
集
団
へ
の
隷
属
・
没

入
は
、
現
実
に
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
組
織
の
目
標
を
皆
が

協
力
し
合
っ
て
達
成
し
よ
う
と
は
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
に
も
つ
自
分
の

生
活
上
の
欲
求
を
す
っ
か
り
捨
て
て
ま
で
、
集
団
や
そ
の
代
表
者
の
た
め
に

献
身
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
本
当
の
と
こ
ろ
は
、
わ
が
身
が
可
愛
い

い
か
ら
こ
そ
協
力
し
合
お
う
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
実

際
に
集
団
志
向
が
顕
著
だ
と
は
い
っ
て
も
、
動
機
面
で
集
団
優
先
主
義
が
働

い
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
（
同
前　

i

頁
）
。

歴
史
の
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
日
本
社
会
の
組
織
原
理
が
、
こ
の
よ
う
に
個

人
主
義
的
な
選
択
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
と
、
そ
れ
と
個
人
主
義
的
な
人
間
観
に
も

と
づ
く
新
自
由
主
義
的
な
改
革
の
構
想
と
を
結
び
つ
け
る
際
に
露
呈
す
る
齟
齬

が
、
多
少
な
り
と
も
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
新
自
由
主
義
的
な
改
革
の
提
唱
は
、
往
々
に

し
て
「
伝
統
」
の
復
権
を
と
も
な
う
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
「
家
族

の
価
値
」
（fam

ily values

）
を
説
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
「
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
時
代
の
価
値
」
（V

ictorian values

）
へ
の
回
帰
を
訴
え
た
。
こ
の
よ

う
な
同
時
代
的
な
例
と
似
て
、
本
稿
で
注
目
し
た
『
大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
報

告
書
―
７
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
』
は
、
一
方
で
「
「
人
と
人
の
間
柄
」
を
大

切
に
す
る
日
本
文
化
の
特
質
」
、
す
な
わ
ち
「
間
柄
主
義
」
を
賛
美
し
つ
つ
、
「
効

率
の
よ
い
政
府
」
へ
の
移
行
と
「
民
間
の
活
力
」
へ
の
期
待
を
う
た
っ
て
い
た
。
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か
、
研
究
会
の
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
村
上
が
招
か
れ
て
い
た
。

そ
の
公
文
は
、
村
上
と
と
も
に
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
な
か
で
描
い

た
「
間
柄
主
義
」
と
、
政
策
提
言
を
通
底
す
る
新
自
由
主
義
の
平
仄
が
合
わ
な
い

問
題
に
気
づ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
者
が
か
み
合
わ
な
い
の
は
、
前
者

が
集
団
主
義
と
互
換
的
な
概
念
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
が
個
人
主
義
的
な
人

間
観
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
つ
を
整
合
的
に
統
合
す
る
に
は

集
団
主
義
と
個
人
主
義
の
二
項
対
立
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
公
文
が
「
間
人
主
義
」
の
主
唱
者
で
あ
っ
た
浜
口
恵
俊
と
手
が
け

た
共
同
研
究
は
注
目
に
値
す
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
後
半
に
日
本
人
像
の
新
機
軸
と
し
て
台
頭
し
た
「
間
人
主
義
」

と
は
、
一
方
で
日
本
人
を
集
団
主
義
と
規
定
す
る
旧
来
の
通
説
を
排
し
、
他
方
で

個
人
を
社
会
か
ら
切
り
離
し
て
観
念
す
る
個
人
主
義
に
も
く
み
せ
ず
、
他
者
と
の

相
互
依
存
関
係
に
埋
め
込
ま
れ
た
存
在
と
し
て
人
間
を
と
ら
え
る
見
方
で
あ
っ
た

（
青
木　

一
九
九
九　

一
一
七
‐
一
二
二
頁
）
。
村
上
ら
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社

会
』
の
著
者
た
ち
も
、
こ
の
日
本
人
像
に
同
意
を
表
し
、
日
本
人
は
「
浜
口
恵
俊

の
い
う
よ
う
に
「
間
人
」
と
で
も
呼
ぶ
の
が
適
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
（
村
上
・

公
文
・
佐
藤　

一
九
七
九　

一
八
頁
）
と
書
い
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
間
人

主
義
」
と
村
上
ら
の
「
間
柄
主
義
」
の
間
に
は
、
そ
の
使
用
に
込
め
ら
れ
た
意
図

と
い
う
点
で
決
定
的
な
相
違
が
あ
っ
た
。

村
上
ら
が
「
間
柄
主
義
」
の
概
念
を
提
起
し
た
の
は
、
欧
米
と
は
違
っ
た
近
代

化
の
経
路
を
描
き
出
す
た
め
で
あ
っ
た
。
個
人
主
義
を
近
代
化
の
前
提
と
見
な
す

欧
米
の
学
説
を
批
判
す
る
村
上
ら
は
、
「
日
本
近
代
化
と
い
う
事
例
は
ま
さ
に
こ

の
再
検
討
の
た
め
の
格
好
の
材
料
で
あ
る
」
（
同
前　

一
一
頁
）
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
村
上
ら
が
見
る
に
は
、
日
本
は
集
団
主
義
を
基
調
と
し
た
社
会
の
も
と
で

近
代
化
を
な
し
遂
げ
た
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
村
上
ら
は
、
新
た
な
近
代
化
理
論
の
提
示
を
こ
こ
ろ
み
た
の
で
あ
り

（
註
⑭
）
、
個
人
主
義
と
集
団
主
義
の
二
分
法
を
克
服
す
る
意
図
は
、
そ
も
そ
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
浜
口
が
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
に
抱
い
た
不

満
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
っ
た
。
村
上
ら
の
「
間
柄
主
義
」
が
、は
た
し
て
「
〈
個

人
〉
対
〈
集
団
〉
と
い
う
二
項
対
立
を
設
定
す
る
、
従
来
の
社
会
学
の
分
析
枠
組

に
全
面
的
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
た
ん
に
二
分
法
変
数
の
中

間
項
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
見
解
は
示
さ
れ
て
い
な
い
」
（
浜
口　

一
九
九
二　

一
七
九
頁
）
と
浜
口
は
批
判
し
た
。

と
い
う
の
も
浜
口
は
、
前
述
の
と
お
り
、
個
人
主
義
と
集
団
主
義
の
二
元
論
を

克
服
す
る
た
め
に
こ
そ
、
「
間
人
主
義
」
を
打
ち
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
二
元
論
に
ひ
そ
む
優
劣
関
係
の
打
破
も
、
浜
口
は
意
図
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

集
団
主
義
は
、
し
ば
し
ば
自
我
の
弱
さ
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
浜
口
は
、
内
面
と
外
面
の
区
別
に
依
拠
し
て
反
論
し
た
。
浜
口
が
い

う
に
は
、
日
本
人
は
「
生
来
的
に
自
己
主
張
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
ま
た
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確
立
し
て
い
な
い
の
で
も
な
」

く
、
単
に
「
自
我
の
表
出
が
、
西
洋
人
の
よ
う
に
剝
き
出
し
の
も
の
と
な
ら
ず
、

社
会
的
に
高ソ

フ

ィ

ス

テ

ィ

ケ

イ

テ

ィ

ッ

ド

度
に
洗
練
さ
れ
た
形
態
を
と
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」
（
浜
口　

一
九
七
七　

二
二
六
‐
二
二
七
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
論
理
で
集
団
主
義
的
な
行
動

の
背
後
に
も
「
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
「
自
我
」
の
存
立
す
る
余
地
を
確
保
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た
め
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
展
開
に
香
山
と
の
相
違
は
見
ら
れ
な
い
が
、
村
上
ら

が
北
欧
に
な
ら
わ
な
い
の
は
、
香
山
と
は
違
っ
て
「
先
進
国
病
」
を
恐
れ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
先
進
国
病
」
の
概
念
が
、
村
上
と
香
山
の
間
で
異

な
る
の
で
あ
る
。
村
上
ら
に
よ
れ
ば
、
欧
米
各
国
の
「
病
め
る
先
進
国
」
と
し
て

の
自
覚
は
「
脱
産
業
化
」
の
必
要
性
を
感
じ
る
な
か
で
芽
生
え
た
も
の
で
、
ロ
ー
マ
・

ク
ラ
ブ
の
『
成
長
の
限
界
』（
一
九
七
二
年
）
や
「
国
連
人
間
環
境
宣
言
」（
一
九
七
二

年
）
な
ど
が
、
そ
の
認
識
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
（
同
前　

八
八
頁
）
。
こ
の

よ
う
な
「
先
進
国
病
」
の
解
釈
は
、
香
山
に
よ
る
改
訂
の
た
め
に
破
棄
さ
れ
た
『
現

代
用
語
の
基
礎
知
識
』
の
旧
い
定
義
と
一
致
す
る
。

村
上
ら
が
北
欧
の
福
祉
国
家
を
模
範
と
し
な
い
の
は
、
そ
れ
が
「
日
本
と
は
異

質
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
同
前　

一
〇
四
頁
）
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
註
⑫
）
。
個
人
主
義
が
根
づ
い
た
欧
米
諸
国
と
は
違
い
、「
日

本
の
社
会
に
は
、
イ
エ
や
ム
ラ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
一
種
の
集
団
主
義
の
伝
統

が
あ
り
、
そ
れ
は
戦
後
に
お
い
て
も
全
く
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
面
で

は
新
し
い
形
に
編
成
し
直
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
」
（
同
前　

九
六
頁
）
。
こ
の
『
文

明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
に
も
引
き
継
が
れ
た
日
本
人
観
を
基
盤
に
据
え
て
い
る

た
め
、
村
上
は
、
北
欧
型
の
福
祉
国
家
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
移
植
す
れ
ば
「
弱
く

不
安
定
な
個
人
を
育
て
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
」
（
同
前　

一
〇
四
頁
）
と
懸

念
し
て
い
た
。

そ
し
て
村
上
は
、
つ
よ
い
「
自
発
性
、
活
力
、
自
立
心
」
を
持
ち
合
わ
せ
た
日

本
人
に
福
祉
国
家
は
い
ら
な
い
と
主
張
す
る
香
山
の
考
え
方
と
は
反
転
し
た
論
理

で
、
脱
産
業
化
時
代
に
適
合
し
た
「
強
い
、
安
定
し
た
、
自
由
な
個
人
」
を
育
成

す
る
た
め
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」
な
い
し
は
「
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」

の
保
障
を
訴
え
た
の
で
あ
る
（
註
⑬
）
。
「
誰
で
も
社
会
的
弱
者
の
状
態
に
な
っ
た

時
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
」
を
得
ら

れ
れ
ば
、
「
国
民
の
一
人
一
人
は
、
安
心
し
て
自
分
の
望
む
生
き
方
を
選
択
し
、

積
極
的
に
人
生
を
生
き
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
（
同
前　

六
四
頁
）
と

村
上
は
い
う
。
こ
こ
に
至
る
と
、
村
上
と
香
山
の
距
離
が
極
限
に
達
す
る
。
シ
ビ

ル
・
ミ
ニ
マ
ム
と
は
、
香
山
が
「
日
本
の
自
殺
」
の
な
か
で
文
明
を
滅
亡
へ
と
導

く
元
凶
と
し
て
激
し
く
排
斥
し
た
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
の
現
代
版
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

当
然
な
が
ら
、
当
時
の
社
会
保
障
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
確
保
に
は

な
お
遠
い
」
（
同
前　

六
五
頁
）
段
階
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
村
上
ら
の
計
画

は
福
祉
関
係
予
算
の
増
額
を
必
要
と
し
た
。
村
上
ら
自
身
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
社

会
保
障
費
総
額
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
は
、
一
九
七
四
年
の
五
・
五
％
か
ら
徐
々
に
上
昇

し
、
二
〇
一
〇
年
に
一
四
％
程
度
に
達
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
た
し
か
に
大
幅
な

上
昇
で
は
あ
る
が
、
欧
米
諸
国
の
水
準
と
比
べ
れ
ば
標
準
的
な
数
値
に
す
ぎ
な
い

た
め
、
村
上
ら
は
「
国
民
の
間
に
高
福
祉
、
高
負
担
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
て

い
れ
ば
、
決
し
て
負
担
し
き
れ
な
い
よ
う
な
額
で
は
な
い
」
（
同
前　

七
〇
頁
）

と
弁
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
提
言
を
導
き
出
し
た
村
上
の
日
本
人
像
が
、
直
接
的
に
は
公
文
を

と
お
し
て
、
財
政
の
縮
小
と
「
民
間
の
活
力
」
を
提
唱
す
る
報
告
書
『
文
化
の
時

代
の
経
済
運
営
』
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
公
文
は
幹
事
と
し
て
「
文
化

の
時
代
の
経
済
運
営
研
究
グ
ル
ー
プ
」
に
か
か
わ
り
、
そ
の
意
向
を
反
映
し
た
の
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感
じ
さ
せ
る
歯
切
れ
の
悪
さ
は
、
こ
の
ね
じ
れ
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
既
述
の
よ
う
に
報
告
書
は
「
効
率
の
よ
い
政
府
」
を
提
唱
す
る
が
、
そ
れ
は

「
大
き
な
政
府
」
を
否
定
し
つ
つ
も
「
政
府
の
役
割
は
外
交
・
警
察
等
に
限
り
、

小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
望
ま
し
い
と
い
う
「
小
さ
な
政
府
」
の
考
え
方
に
組マ

マ

す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
い
さ
さ
か
中
途
半
端
な
立
場
を
標
榜
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
分
室
・
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
室　

一
九
八
〇　

一
三
八
頁
）
。

は
じ
め
に
公
務
員
の
数
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
イ
ギ
リ
ス
を
「
経
済
的
糖
尿
病
」

と
揶
揄
し
な
が
ら
、
後
半
で
は
、
企
業
ば
か
り
か
、「
国
（
地
方
公
共
団
体
を
含
む
）
」

へ
の
雇
用
を
も
「
き
わ
め
て
安
全
度
の
高
い
職
業
」
と
称
揚
し
て
い
る
『
日
本
型

福
祉
社
会
』
の
矛
盾
も
、
同
様
の
ね
じ
れ
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

三　

「
間
柄
主
義
」
と
「
間
人
主
義
」

前
節
の
詳
細
な
検
討
に
よ
れ
ば
、
福
祉
国
家
へ
の
代
案
と
し
て
浮
上
し
た
「
日

本
型
福
祉
社
会
」
像
と
、
歴
史
か
ら
抽
出
さ
れ
た
組
織
原
理
を
外
挿
し
て
浮
か
び

上
が
る
日
本
社
会
の
将
来
像
と
は
、
表
面
的
に
は
共
通
点
が
多
く
て
も
、
人
間
像

や
新
自
由
主
義
的
な
経
済
運
営
へ
の
賛
否
な
ど
、
基
底
の
部
分
で
は
相
容
れ
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
両
者
が
、
自
由
民
主
党
研
修
叢
書
の
『
日
本
型
福

祉
社
会
』
や
『
大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
報
告
書
―
７
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
』

の
な
か
で
、
若
干
の
齟
齬
を
の
こ
し
な
が
ら
接
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
関
連
す
る
書
物
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
内
部
に
矛
盾
を
抱
え
た
『
日

本
型
福
祉
社
会
』
と
政
策
研
究
会
の
報
告
書
に
は
、
一
方
で
『
日
本
の
自
殺
』
等

に
ま
と
め
ら
れ
た
香
山
健
一
の
福
祉
国
家
批
判
と
、
他
方
で
『
文
明
と
し
て
の
イ

エ
社
会
』
の
歴
史
的
な
人
間
像
・
社
会
像
が
二
つ
な
が
ら
流
れ
込
ん
で
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
矛
盾
の
原
因
は
異
な
る
典
拠
の
結
合
に
帰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

さ
ら
に
突
き
詰
め
れ
ば
、
香
山
と
村
上
泰
亮
の
関
係
が
焦
点
に
浮
上
し
て
こ
よ
う

（
註
⑩
）
。
香
山
の
思
想
と
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
人
間
像
・
社
会
像
と

の
間
に
不
一
致
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
の
執
筆
に
た
ず
さ
わ
っ
た
三

者
の
う
ち
、
公
文
俊
平
と
佐
藤
誠
三
郎
は
、
大
平
首
相
の
助
言
役
と
し
て
、
さ
ら

に
は
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
の
共
著
者
と
し
て
香
山
と
連
携
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
公
文
と
佐
藤
の
二
人
は
、
香
山
と
村
上
を
両
極
と
し
て
引
い
た
直
線
上
で
、

中
央
よ
り
も
少
し
村
上
寄
り
の
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
村
上
が
大
平
政
権
よ
り
も
前
に
提
示
し
て
い
た
「
日
本
型

福
祉
社
会
」
の
構
想
に
目
を
向
け
、
香
山
と
の
思
想
的
な
相
違
を
確
認
す
る
。
じ

つ
は
村
上
も
、
一
九
七
〇
年
代
な
か
ば
に
「
日
本
型
福
祉
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

副
題
に
掲
げ
た
著
書
を
出
版
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
註
⑪
）
。
そ
の
『
生
涯
設
計

計
画
』
（
一
九
七
五
年
）
は
「
三
木
首
相
へ
の
「
私
的
提
言
」
」
と
し
て
書
か
れ
、

そ
の
内
容
は
、
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
三
木
武
夫
内
閣
の
下
で
自
民

党
政
務
調
査
会
が
策
定
し
た
「
生
涯
福
祉
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
と
い
う
（
宮

本　

二
〇
〇
八　

九
八
頁
）
。

こ
の
著
書
で
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
と
は
「
「
生
涯
設
計
〈
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
〉

計
画
」
が
究
極
的
に
目
指
す
新
し
い
社
会
」
（
村
上
・
蠟
山
ほ
か　

一
九
七
五　

vi

頁
）
を
表
し
て
い
る
が
、
殊
更
に
「
日
本
型
」
と
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

計
画
が
「
北
欧
型
の
理
念
に
追
随
す
る
も
の
で
は
な
い
」
（
同
前　

一
〇
三
頁
）
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た
。
そ
の
た
め
に
、
イ
エ
型
企
業
体
の
社
会
的
必
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、

多
く
の
人
々
は
、
ひ
た
す
ら
企
業
お
よ
び
（
あ
る
い
は
）
企
業
内
の
組
合
と

の
一
体
化
を
求
め
企
業
や
組
合
運
動
に
献
身
す
る
「
猛
烈
社
員
」
や
「
活
動

家
」
に
転
化
し
て
い
っ
た
（
村
上
・
公
文
・
佐
藤　

一
九
七
九　

四
七
七
頁
）
。

高
度
経
済
成
長
の
帰
結
と
し
て
日
本
社
会
に
生
じ
た
変
化
に
つ
い
て
も
、
両
書

の
描
写
は
見
事
に
一
致
す
る
。
た
と
え
ば
、
人
々
が
「
自
ら
が
帰
属
し
て
い
る
間

柄
の
外
部
に
い
わ
ば
漂
い
出
し
、
そ
こ
に
自
分
達
の
独
自
の
観
念
領
域
・
生
活
領

域
を
形
作
っ
た
」
（
同
前　

四
八
三
頁
）
と
い
う
「
個
別
化
」
に
関
す
る
『
文
明

と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
説
明
は
、
や
や
表
現
を
平
易
に
改
め
つ
つ
も
、
ほ
ぼ
同

じ
文
言
が
報
告
書
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
の
記
述
で
は
、
「
人
々
は
、
基

本
的
に
は
集
団
（
と
り
わ
け
会
社
）
に
帰
属
し
た
ま
ま
で
、
そ
の
外
部
に
一
時
的
・

部
分
的
に
い
わ
ば
「
漂
い
出
し
」
、
そ
こ
に
自
分
独
自
の
観
念
領
域
や
生
活
領
域

を
形
づ
く
ろ
う
と
し
始
め
た
」
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
分
室
・
内
閣
総
理
大
臣

補
佐
官
室　

一
九
八
〇　

四
四
頁
）
と
あ
る
。

以
上
の
比
較
が
示
す
と
お
り
、
新
自
由
主
義
的
な
政
策
提
言
を
結
論
に
配
し
た

「
大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
報
告
書
」
第
七
巻
に
は
、『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』

に
由
来
す
る
日
本
社
会
像
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
、じ
つ
は
『
文

明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
に
は
、
経
済
を
民
間
に
託
す
新
自
由
主
義
へ
の
明
確
な

反
対
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
（
註
⑨
）
。
高
度
経
済
成
長
が
終
結
し
た
の
ち
の
社

会
で
は
、
以
前
に
ま
し
て
政
府
の
経
済
的
な
役
割
が
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
そ
れ
に
逆
行
す
る
新
自
由
主
義
の
思
想
は
「
産
業
化
の
発
展
を
終
息
さ
せ
る

処
方
箋
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

か
り
に
新
自
由
主
義
の
処
方
箋
に
従
っ
て
、
一
連
の
公
的
活
動
を
厳
し
く
抑

制
し
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
有
効
需
要
管
理
政
策
や
福
祉
政
策
の
支
え

を
失
っ
て
「
豊
か
さ
」
は
不
安
定
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
社
会
化
・
情
報
社
会
化

も
公
的
介
入
を
必
要
と
し
な
い
限
ら
れ
た
面
で
進
行
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
第

二
次
産
業
が
改
め
て
勢
い
を
取
り
戻
し
新
し
い
耐
久
消
費
財
が
登
場
す
る
こ

と
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
有
効
需
要
が
不
足
気
味
の
経
済
状
態
が
予
想
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
第
三
次
産
業
関
係
の
消
費
支
出
は
停
滞
し
、
私
的
投
資
も
第

二
次
産
業
・
第
三
次
産
業
に
お
い
て
伸
び
悩
み
、
公
的
投
資
や
公
的
消
費
も

も
ち
ろ
ん
抑
制
さ
れ
る
。
か
く
て
不
況
型
の
経
済
体
質
が
定
着
し
、
生
活
状

態
も
不
安
定
化
し
、
成
長
率
は
低
下
す
る
だ
ろ
う
（
村
上
・
公
文
・
佐
藤　

一
九
七
九　

五
二
〇
頁
）
。

要
す
る
に
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
は
、
新
自
由
主
義
を
時
代
遅
れ
の
思

想
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
以
前
の
「
第
二
次
産
業
を
中
心
と
し
た
工
業
化
の
時
代

に
は
、
私
的
自
由
の
理
念
と
発
展
の
理
念
と
は
調
和
し
え
た
か
も
し
れ
な
い
」
（
同

前　

五
二
〇
頁
）
が
、
も
は
や
そ
の
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
と
同
書
は
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
な
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
言
説
を
踏
ま
え
て
『
大
平
総
理

の
政
策
研
究
会
報
告
書
―
７
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
』
を
再
検
討
す
る
と
、
そ

れ
は
新
自
由
主
義
的
な
改
革
を
正
当
化
す
る
た
め
に
新
自
由
主
義
の
否
定
へ
と
つ

な
が
る
日
本
社
会
の
歴
史
的
解
釈
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
報
告
書
が
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こ
の
よ
う
に
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
が
提
示
す
る
日
本
社
会
の
将
来
像

を
概
観
す
る
と
、
そ
れ
は
自
由
民
主
党
研
修
叢
書
の
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
と
『
大

平
総
理
の
政
策
研
究
会
報
告
書
―
７
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
』
に
提
示
さ
れ
た

新
た
な
社
会
構
想
の
妥
当
性
を
裏
づ
け
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
よ
う
。
し
か

し
、
史
的
考
察
と
政
策
提
言
の
基
盤
に
あ
る
日
本
人
像
の
次
元
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
比
較
す
る
と
、
両
者
の
間
に
は
齟
齬
が
浮
か
び
上
が
る
。

一
方
で
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
は
、
日
本
人
が
「
自
発
性
、
活
力
、
自
立
心
」

に
富
み
、
そ
れ
ゆ
え
に
競
争
的
な
環
境
下
で
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
「
認
識
」
を
「
前
提
」
に
し
て
い
る

（
自
由
民
主
党
研
修
叢
書
編
集
委
員
会　

一
九
七
九　

九
二
頁
）
。
少
な
く
と
も
通

俗
的
な
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
こ
れ
は
多
分
に
個
人
主
義
的
な
人
間
観
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
イ
エ
社
会
」
を
基
礎
づ
け
る
「
間
柄
主
義
」
は
、
明
確
に
集
団

主
義
の
一
類
型
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社

会
』
に
は
、
「
集
団
主
義
（
わ
れ
わ
れ
は
む
し
ろ
「
間
柄
主
義
」
と
い
う
表
現
を

使
い
た
い
…
…
）
」
（
村
上
・
公
文
・
佐
藤　

一
九
七
九　

一
二
頁
）
と
い
っ
た
記

述
、
あ
る
い
は
「
集
団
主
義
な
い
し
間
柄
主
義
」
（
同
前　

二
一
頁
）
と
い
っ
た

語
句
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
も
同
書
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
重
視
す
る
日
本
企

業
の
意
思
決
定
は
「
独
創
性
を
育
て
る
の
に
は
適
当
で
な
い
」（
同
前　

五
七
七
頁
）

と
指
摘
す
る
。
少
な
く
と
も
同
書
が
描
く
日
本
社
会
の
な
か
で
「
自
発
性
、
活
力
、

自
立
心
」
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

じ
つ
は
同
様
の
ね
じ
れ
が
政
策
研
究
会
の
報
告
書
に
も
看
取
さ
れ
る
。
序
論
で

紹
介
し
た
と
お
り
、
こ
の
報
告
書
は
、
一
方
で
「
「
人
と
人
と
の
間
柄
」
を
大
切

に
す
る
日
本
文
化
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
従
来
の
経
済
運
営
を
維
持
し
つ
つ
、
他

方
で
民
営
化
の
推
進
と
「
効
率
の
よ
い
政
府
」
の
実
現
、
そ
し
て
「
自
助
精
神
を

損
う
こ
と
が
な
い
」
程
度
に
と
ど
め
た
社
会
保
障
を
提
言
し
て
い
る
。
要
す
る
に

報
告
書
は
、
い
わ
ゆ
る
新
自
由
主
義
的
な
福
祉
国
家
批
判
と
「
間
柄
主
義
」
に
依

拠
し
た
日
本
社
会
像
の
統
合
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
香
山

健
一
の
解
釈
に
即
し
た
「
先
進
国
病
」
へ
の
危
惧
が
表
明
さ
れ
る
一
方
、
後
者
に

関
し
て
は
随
所
に
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
記
述
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
「
会
社
中
心
主
義
」
の
発
生
を
め
ぐ
っ
て
、
報
告
書
に
は
次
の
説
明

が
あ
る
。

戦
後
の
日
本
で
は
、
国
家
的
な
統
合
が
希
薄
化
し
た
の
に
加
え
て
、
家
族
制

度
が
法
律
的
に
は
解
体
さ
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
多
く
の
人
々
（
と
り
わ
け
男

性
）
は
会
社
へ
の
帰
属
意
識
を
極
端
に
強
め
、
会
社
と
一
体
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
物
心
両
面
で
の
支
え
を
得
よ
う
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
モ
ー
レ
ツ
社

員
」
の
発
生
で
あ
る
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
分
室
・
内
閣
総
理
大
臣
補
佐

官
室　

一
九
八
〇　

四
三
頁
）
。

こ
れ
に
対
し
、
参
照
元
と
考
え
ら
れ
る
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
記
述

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
家
や
「
家
」
が
帰
属
な
い
し
一
体
視
の
対
象
と
な
ら
な
く
な
っ
た
あ
と
に

残
っ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
満
足
す
べ
き
間
柄
は
企
業
な
ど
の
職
場
で
あ
っ
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こ
の
役
割
が
男
性
に
割
り
当
て
ら
れ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
「
女
性
は
組
織
の
一

員
と
し
て
組
織
の
管
理
に
関
係
す
る
よ
う
な
役
割
を
演
じ
る
の
に
向
い
て
い
な

い
」
（
同
前　

二
〇
四
頁
）
と
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
結
婚
と
同
時
に

会
社
勤
め
を
や
め
る
女
性
に
は
、
「
家
庭
株
式
会
社
」
の
「
経
営
者
」
と
い
う
役

割
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
具
体
的
な
仕
事
と
し
て
は
、
ま
ず
子
育
て
と
老
親
の
扶

養
や
看
護
が
想
定
さ
れ
る
。
後
者
の
任
務
は
「
当
然
」
と
し
て
詳
細
な
検
討
が
省

か
れ
つ
つ
も
、
「
老
人
福
祉
は
国
や
市
町
村
が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
個
人
は
親
を

扶
養
・
看
護
す
る
責
任
を
果
た
さ
な
く
て
よ
い
、
と
考
え
て
は
大
変
な
間
違
い
で

あ
ろ
う
」
と
い
う
忠
告
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
同
前　

一
八
八
‐
一
八
九
頁
）
。

要
す
る
に
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
と
は
、
家
族
と
企
業
の
役
割
を
あ
て
に
し
て

国
の
福
祉
政
策
を
切
り
詰
め
た
社
会
の
構
想
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
社
会
像
と

親
和
的
な
将
来
展
望
を
同
時
期
に
提
示
し
て
い
た
の
が
、
序
論
で
ふ
れ
た
『
文
明

と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
で
あ
っ
た
。
三
著
者
の
う
ち
、
公
文
俊
平
と
佐
藤
誠
三
郎

の
二
人
が
自
由
民
主
党
研
修
叢
書
の
執
筆
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ

は
驚
く
ま
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
ず
、
家
族
の
行
く
末
に
つ
い
て
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
が
予
想
す
る

の
は
、
核
家
族
を
下
限
と
し
た
規
模
縮
小
傾
向
の
反
転
で
あ
る
。
経
済
的
に
許
せ

ば
老
親
と
同
居
し
た
い
と
考
え
て
い
る
者
が
多
い
た
め
、
「
三
世
代
家
族
は
お
そ

ら
く
消
滅
せ
ず
、む
し
ろ
増
加
の
傾
向
を
た
ど
る
可
能
性
が
高
い
」
（
村
上
・
公
文
・

佐
藤　

一
九
七
九　

五
六
一
頁
）
と
村
上
ら
は
い
う
。
そ
こ
で
村
上
ら
は
、
三
世

代
家
族
の
支
援
が
、
増
大
す
る
高
齢
者
介
護
の
需
要
に
対
処
す
る
政
策
的
手
段
に

な
る
と
指
摘
す
る
。

今
後
の
わ
が
国
で
は
、
社
会
保
障
政
策
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
再
検
討
さ
れ
る

こ
と
は
不
可
避
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
老
人
の
扶
養
や
同
居
の
問
題
が
政
策

的
課
題
の
一
つ
に
登
場
す
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
老
人
同

居
に
さ
い
し
て
の
所
得
税
や
相
続
税
の
優
遇
な
ど
の
措
置
が
提
案
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
う
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
反
対
は

―
職
場
進
出
に
執
着
す

る
一
部
の
女
性
を
除
い
て

―
あ
ま
り
強
く
あ
る
ま
い
（
同
前　

五
六
二
頁
）

（
註
⑧
）
。

企
業
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
の
見
通
し
は
「
日

本
型
福
祉
社
会
」
の
構
想
と
合
致
す
る
。
高
度
成
長
期
を
と
お
し
て
希
薄
化
し
た

企
業
へ
の
帰
属
意
識
が
再
び
強
ま
る
方
向
に
転
ず
れ
ば
、
「
企
業
は
ま
す
ま
す
多

面
的
な
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
」
（
同
前　

五
六
八
頁
）
の
は

殊
更
に
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
反
対
に
、
帰
属
意
識
の
希
薄
化
が
進
行

す
る
と
同
時
に
企
業
の
ほ
う
も
「
終
身
雇
用
」
を
守
れ
な
く
な
る
時
代
が
到
来
し

て
も
、
依
然
と
し
て
「
日
本
企
業
の
も
つ
帰
属
集
団
的
性
格
は
国
際
的
な
比
較
の

上
で
は
強
い
ま
ま
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
」
（
同
前　

五
七
四
頁
）
と
村
上
ら
は
主

張
す
る
。
こ
の
推
断
に
は
必
ず
し
も
十
分
な
根
拠
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現

状
か
ら
の
大
幅
な
乖
離
は
、
は
な
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

家
族
の
前
途
に
つ
い
て
も
憶
測
な
が
ら
、
村
上
ら
は
「
核
家
族
が
「
個
人
」
に
分

解
し
て
い
く
傾
向
は
お
そ
ら
く
生
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
同
前　

五
六
〇
頁
）
と

見
当
を
つ
け
て
い
た
。
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堅
持
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
庭
と
企
業
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、
民
間
の

自
助
の
精
神
と
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
（
同
前　

二
一
〇
頁
）
（
註
⑦
）
。

以
上
の
と
お
り
、
「
先
進
国
病
」
の
名
で
ま
と
め
ら
れ
た
香
山
の
福
祉
国
家
批

判
は
、
一
般
国
民
に
「
現
代
用
語
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
前
に
、
政
府
・
与
党
の

耳
に
届
い
て
い
た
。
こ
の
著
書
を
含
む
研
究
叢
書
は
、
自
民
党
の
「
政
策
バ
イ
ブ

ル
」（
毎
日
新
聞
政
治
部　

一
九
八
六　

二
二
頁
）と
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
の
序
論
で
言
及
し
た
「
大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
報
告
書
」
第
七
巻
に
も

「
先
進
国
病
」
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
意
味
は
香
山
の
定
義
と
合
致
す
る
。
紙
幅

の
都
合
も
あ
っ
て
か
簡
略
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
徴

候
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
経
済
的
活
力
の
低
下
や
政
治
的
統
合
の
弱
ま

り
に
く
わ
え
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
犯
罪
の
増
加
で
あ
る
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
分

室
・
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
室　

一
九
八
〇　

五
〇
頁
）
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
発

生
す
る
原
因
と
し
て
は
、
福
祉
政
策
を
施
す
「
大
き
な
政
府
」が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

ケ
イ
ン
ズ
的
な
拡
大
政
策
や
福
祉
政
策
は
、
公
共
部
門
を
増
大
さ
せ
る
傾
向

を
も
つ
。
そ
の
た
め
非
市
場
的
部
門
の
拡
大
と
、
市
場
的
民
間
部
門
の
縮
小

を
招
き
、
民
間
部
門
の
活
力
あ
る
経
済
活
動
を
抑
制
し
、
「
先
進
国
病
」
を

ひ
き
起
こ
す
可
能
性
を
生
む
に
い
た
る
（
同
前　

四
一
頁
）
。

し
か
し
、
福
祉
国
家
に
対
す
る
幻
滅
だ
け
で
、
政
権
与
党
は
長
年
に
わ
た
っ
て

追
求
し
て
き
た
理
想
を
放
棄
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
ま
で
の
決
断
に
踏
み
切

る
に
は
、
福
祉
国
家
以
外
の
選
択
肢
で
国
民
の
生
活
と
社
会
の
安
寧
を
維
持
す
る

方
法
を
め
ぐ
り
、
広
範
な
合
意
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
感
じ
ら
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
点
で
も
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
は
注
目
に
値
す
る
。
同
書
に
は
、
福
祉
国

家
へ
の
批
判
と
と
も
に
、
そ
れ
に
代
わ
る
社
会
像
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
「
健
全
な
、
し
か
も
日
本

の
現
実
に
合
っ
た
福
祉
社
会

―
福
祉
国
家
で
は
な
い

―
」
（
自
由
民
主
党
研

修
叢
書
編
集
委
員
会　

一
九
七
九　

五
四
頁
）で
あ
る
。
そ
の
読
者
は
、「
英
国
病
」

や
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
病
」
な
ど
の
副
作
用
が
と
も
な
う
西
欧
型
の
「
超
重
税
福
祉

国
家
」
と
「
民
間
の
創
意
と
活
力
を
生
か
し
た
日
本
型
の
福
祉
社
会
」
と
の
間
で

二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
同
前　

五
七
頁
）
。

二　

福
祉
国
家
路
線
の
放
棄
と
「
伝
統
」
の
復
権

自
由
民
主
党
研
修
叢
書
に
収
め
ら
れ
た
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
は
、
端
的
に
い

え
ば
「
で
き
る
だ
け
多
く
を
政
府
よ
り
民
間
（
個
人
、
家
庭
、
企
業
な
ど
）
の
手

に
委
ね
る
こ
と
」
（
同
前　

九
七
頁
）
を
主
張
す
る
。
そ
こ
で
国
民
の
側
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
「
家
庭
株
式
会
社
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
分
業
体
制
が

整
っ
た
家
庭
の
形
成
で
あ
る
。
男
性
は
「
月
給
運
搬
人
」
と
し
て
外
に
働
き
に
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
業
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
は
会
社
員
・
公
務
員
で

あ
る
。
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
企
業
ま
た
は
国
（
地
方
公
共
団
体
を
含
む
）
に
よ
っ

て
そ
の
身
分
と
所
得
を
保
障
さ
れ
て
い
る
き
わ
め
て
安
全
度
の
高
い
職
業
で
あ

る
」
と
い
う
（
同
前　

一
七
七
‐
一
七
九
頁
）
。
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が
陥
っ
た
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
の
隘
路
に
突
き
進
み
つ
つ
あ
る
と
見
て
い
た
。

福
祉
は
と
も
す
る
と
自
律
の
精
神
を
人
間
か
ら
喪
失
さ
せ
、
す
べ
て
を
他
人

や
国
家
に
依
存
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
遊
民
を
大
量
発
生
さ
せ
、
か
れ
ら
の

魂
を
蝕
ん
で
い
く
危
険
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
末
期
の
社
会
状
況
と
本
質
的
に
同
じ
状
況
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
パ
ン

と
サ
ー
カ
ス
」
の
現
代
版
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
同
前　

五
三
頁
）
。

古
代
ロ
ー
マ
の
次
に
香
山
が
注
目
し
た
の
は
、
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。

所
見
を
『
英
国
病
の
教
訓
』
に
ま
と
め
た
香
山
は
、
「
経
済
停
滞
症
状
」
「
財
政
破

綻
症
状
」「
慢
性
ス
ト
ラ
イ
キ
症
状
」「
政
局
不
安
定
症
状
」
の
四
つ
を
「
英
国
病
」

の
症
状
と
し
て
描
き
出
し
た
（
香
山　

一
九
七
八　

二
一
‐
二
二
頁
）
。
先
述
の

と
お
り
、こ
れ
は
香
山
自
身
が
の
ち
に
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
に
記
し
た
「
先

進
国
病
」
の
特
徴
と
合
致
す
る
。
そ
し
て
香
山
は
、
こ
の
「
病
」
の
背
後
に
「
大

変
面
倒
み
の
よ
い
母
親
の
よ
う
な
国
家
」
（
同
前　

二
三
頁
）
、
す
な
わ
ち
福
祉
国

家
の
成
立
を
指
摘
す
る
。

香
山
の
定
義
し
た
「
先
進
国
病
」
が
、
よ
り
明
確
に
福
祉
国
家
を
批
判
す
る

文
脈
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
自
由
民
主
党
研
修
叢
書
の
一
冊
と
し
て

一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
で
あ
る
。
全
十
二
冊
か
ら
な

る
叢
書
は
、
著
者
が
「
自
由
民
主
党
研
修
叢
書
編
集
委
員
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
香
山
健
一
、
公
文
俊
平
、
佐
藤
誠
三
郎
、
そ
し
て
高
坂
正
堯

の
四
人
が
執
筆
し
て
い
た
と
い
う
（
毎
日
新
聞
政
治
部　

一
九
八
六　

二
二
頁
）
。

こ
の
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
が
ど
の
よ
う
な
分
担
で
書
か
れ
た
の
か
は
判
然
と
し

な
い
が
、
そ
こ
に
香
山
の
見
解
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
さ
っ
そ

く
冒
頭
に
「
香
山
健
一
郎
氏
」
の
『
英
国
病
の
教
訓
』
が
登
場
す
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
第
一
章
は
、
そ
も
そ
も
タ
イ
ト
ル
が
「
福
祉
国
家
の
影

―
英
国
病
に
見

る
社
会
の
病
巣

―
」で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
初
頭
か
ら
「
経
済
の
パ
イ
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）

を
大
き
く
す
る
こ
と
よ
り
も
パ
イ
の
分
け
方
に
意
を
注
ぎ
、
平
等
化
と
社
会
保
障

の
拡
充
と
を
追
求
し
て
き
た
」
イ
ギ
リ
ス
は
、
「
政
府
が
肥
大
化
す
る
一
方
で
市

場
経
済
の
活
力
は
失
わ
れ
、
英
国
病
と
い
う
名
の
「
経
済
的
糖
尿
病
」が
進
行
し
た
」

と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
（
自
由
民
主
党
研
修
叢
書
編
集
委
員
会　

一
九
七
九　

一
二

頁
）
。

つ
づ
く
第
二
章
で
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
病
」
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
性
の
乱
れ
が
強
調
さ
れ
、
個
人
単
位
で
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
る
た
め
に

「
「
愛
」
人
で
も
な
い
セ
ッ
ク
ス
・
フ
レ
ン
ド
は
も
っ
て
い
て
も
、
結
局
生
涯
結
婚

せ
ず
、
家
庭
も
も
た
ず
に
老
年
を
迎
え
る
人
間
が
多
く
な
る
」
（
同
前　

二
五
頁
）

と
か
、
婚
外
子
も
手
厚
い
社
会
保
障
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
「
「
フ
リ
ー
・
セ
ッ

ク
ス
」

―
男
か
ら
見
れ
ば
「
た
だ
の
」
セ
ッ
ク
ス

―
」
（
同
前　

三
四
頁
）

が
横
行
し
て
い
る
と
か
、
多
分
に
品
位
に
欠
け
た
誹
謗
中
傷
が
つ
づ
く
。

そ
し
て
『
日
本
型
福
祉
社
会
』
は
、
次
の
よ
う
な
政
府
・
自
民
党
に
対
す
る
提

言
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

政
府
は
「
福
祉
国
家
病
」
、
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」
、
「
ケ
イ
ン
ズ
病
」
の
た
め

に
膨
張
、
肥
大
化
す
る
傾
向
を
抑
制
し
、
「
小
さ
く
て
効
率
的
な
政
府
」
の
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破
綻
、
③
ス
ト
の
慢
性
化
、
④
政
局
の
不
安
定
な
ど
の
諸
症
状
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
活
力
の
低
下
、
勤

労
意
欲
、
創
意
工
夫
意
欲
の
低
下
、
依
存
心
の
増
大
と
自
立
精
神
の
衰
弱
、

エ
ゴ
の
拡
大
と
モ
ラ
ル
の
低
下
、
自
己
決
定
能
力
の
衰
弱
な
ど
で
あ
る
（
自

由
国
民
社　

一
九
八
〇　

八
一
二
頁
）
。

工
業
化
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
公
害
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
一
九
七
九

年
版
か
ら
は
一
転
し
て
、
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
西
欧
の
福
祉
国
家

で
あ
る
。
こ
の
一
文
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
が
、
こ
の
定
義
が
構
築
さ
れ
る
過

程
を
た
ど
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
な
る
。

一
九
八
〇
年
に
「
先
進
国
病
」
を
再
定
義
し
た
の
は
香
山
健
一
で
あ
っ
た
。
そ

の
香
山
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
時
代
を
超
え
た
数
々
の
事
例
を
検
討
し
つ
つ
「
先

進
国
病
」
の
要
素
を
抽
出
し
て
い
た
。
そ
の
第
一
弾
と
な
っ
た
の
は
、『
文
藝
春
秋
』

誌
の
一
九
七
五
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
の
自
殺
」
で
あ
る
。
こ
の
論
文

の
執
筆
者
は
「
グ
ル
ー
プ
一
九
八
四
年
」と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
の
ち
に
当
時
の
『
文

藝
春
秋
』
誌
編
集
長
が
明
か
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
中
心
人
物
は
香
山
で

あ
っ
た
（
註
⑥
）
。

こ
の
衝
撃
的
な
タ
イ
ト
ル
の
趣
旨
は
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
栄
華
を
迎
え
た

よ
う
に
見
え
る
日
本
が
、
早
く
も
「
自
殺
」
、
す
な
わ
ち
内
部
崩
壊
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
と
い
う
警
告
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
過
去
に
滅
亡
し
た
幾
多
の
文
明
か
ら
得

ら
れ
た
教
訓
に
も
と
づ
く
。
か
つ
て
繁
栄
を
誇
っ
た
諸
文
明
の
没
落
過
程
を
総
覧

し
た
と
い
う
香
山
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
文
明
が
外
か
ら
の
攻
撃
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

内
部
か
ら
の
社
会
的
崩
壊
に
よ
っ
て
破
滅
す
る
と
い
う
基
本
的
命
題
」
（
グ
ル
ー

プ
一
九
八
四　

二
〇
一
二　

一
四
頁
）
に
到
達
し
て
い
た
。
こ
の
自
滅
に
通
ず
る

内
部
崩
壊
の
過
程
で
観
察
さ
れ
た
諸
徴
候
が
、
同
時
代
の
日
本
社
会
に
見
い
だ
さ

れ
る
と
と
も
に
、
の
ち
に
「
英
国
病
」
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」
、
な
い
し
は
「
先
進

国
病
」
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
。

香
山
が
詳
細
に
紹
介
し
た
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
事
例
で
は
、
「
豊
か
さ
の
代
償
」

と
し
て
市
民
が
消
費
と
娯
楽
に
う
つ
つ
を
抜
か
す
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
一
部
の

無
産
者
化
し
た
市
民
が
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
を
求
め
始
め
る
展
開
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
と
は
、
働
か
ず
し
て
手
に
入
る
無
償
の
食

料
と
、
働
く
代
わ
り
に
時
間
を
つ
ぶ
す
た
め
の
娯
楽
を
指
す
。
こ
の
要
求
に
政
治

家
が
こ
た
え
た
結
果
、
ロ
ー
マ
は
古
代
の
「
福
祉
国
家
」
と
化
し
た
と
香
山
は
主

張
す
る
。

巨
大
な
競
技
場
、
集
会
場
、
娯
楽
施
設
、
公
衆
浴
場
な
ど
の
ロ
ー
マ
時
代
の

公
共
施
設
は
、
遊
民
化
し
た
市
民
大
衆
の
た
め
の
古
代
「
福
祉
国
家
」・
ロ
ー

マ
、
古
代
レ
ジ
ャ
ー
社
会
ロ
ー
マ
の
「
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」
の
施
設
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
（
同
前　

二
二
頁
）
。

際
限
の
な
い
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
の
要
求
が
高
じ
、
数
々
の
滅
び
去
っ
た
文

明
の
場
合
と
同
じ
く
、
ロ
ー
マ
経
済
は
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
へ
」
と
向
か
っ
た
と
い
う
（
同
前　

二
三
頁
）
。

す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
香
山
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
社
会
も
ロ
ー
マ
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指
す
べ
き
方
向
」
と
し
て
主
張
す
る
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
分
室
・
内
閣
総
理

大
臣
補
佐
官
室　

一
九
八
〇　

七
六
頁
）
。
こ
の
「
「
人
と
人
と
の
間
柄
」
や
「
個

と
全
体
と
の
関
係
」
な
ど
を
大
切
に
す
る
「
間
柄
主
義
」
と
で
も
い
う
べ
き
文
化

特
質
」
は
、
「
市
場
経
済
の
運
営
か
ら
会
議
や
議
会
政
治
の
運
営
方
法
に
至
る
ま

で
」
遍
く
社
会
に
通
底
す
る
日
本
人
の
性
質
と
し
て
、
九
巻
に
及
ぶ
報
告
書
す
べ

て
の
な
か
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（
同
前　

四
‐
五
頁
）
。
こ
の
「
間
柄
主
義
」
と
は
、

厳
し
い
批
判
を
受
け
つ
つ
多
大
な
注
目
を
集
め
た
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』

（
一
九
七
九
年
）
で
使
用
さ
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
（
青
木　

一
九
九
九　

一
二
二

‐
一
二
九
頁
）
。
そ
の
著
者
に
前
述
の
公
文
と
佐
藤
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、

本
稿
に
と
っ
て
示
唆
に
富
む
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
の
本
論
は
、
こ
の
「
間
柄
主
義
」
と
い
う
日
本
人
像
と
、

そ
れ
を
援
用
し
た
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
構
想
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
註

③
）
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
西
欧
型
福
祉
国
家
へ
の
批
判
が
「
日
本
型
福
祉
社
会
」

の
提
唱
に
結
実
す
る
思
索
の
過
程
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
既
述

し
た
三
人
の
助
言
者
、
と
く
に
香
山
の
思
想
と
著
作
が
「
文
化
の
時
代
の
経
済
運

営
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
報
告
書
に
流
れ
込
む
軌
跡
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
第
二

節
で
、
福
祉
国
家
に
代
わ
る
社
会
像
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
日
本
型
福
祉
社
会
」と
、

歴
史
的
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
「
間
柄
主
義
」
の
適
合
性
が
検
証
さ
れ
る
。
右

記
の
報
告
書
で
は
両
者
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
つ
ぶ
さ
に
二
つ
を
突
き
合

わ
せ
れ
ば
、
そ
の
間
に
齟
齬
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
不
整
合
を
め
ぐ
り
、
つ
づ

く
第
三
節
で
そ
の
由
来
を
探
っ
た
の
ち
、
そ
の
克
服
の
諸
相
を
概
観
し
て
本
稿
は

締
め
く
く
ら
れ
る
。

一　

福
祉
国
家
の
「
先
進
国
病
」

福
祉
国
家
の
建
設
を
め
ざ
す
路
線
の
見
な
お
し
は
、
石
油
危
機
後
、
早
々
に
自

民
党
の
な
か
で
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
が
長
年
に
わ
た
っ
て
掲
げ
て
き
た
目

標
の
放
棄
は
、
単
な
る
技
術
的
な
調
整
で
は
す
ま
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
ず
、

国
民
の
意
識
に
お
い
て
西
欧
の
福
祉
国
家
を
理
想
の
座
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
す
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
こ
ろ
み
は
、
た
と
え
ば
「
先
進
国
病
」
と
い
う
言
葉
に
付

与
さ
れ
た
意
味
の
転
換
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
註
④
）
。

自
由
国
民
社
が
毎
年
発
行
す
る
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
の
一
九
七
九
年
版

で
は
、
「
先
進
国
病
」
は
下
記
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。

科
学
や
文
明
が
発
達
し
た
た
め
に
、
先
進
国
で
は
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
そ

の
ひ
ず
み
を
経
験
す
る
。
環
境
悪
化
、
廃
棄
物
処
理
問
題
、
公
害
、
交
通
問

題
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
病
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
れ
だ
（
自
由
国
民
社　

一
九
七
九　

九
八
六
頁
）
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
の
一
九
八
〇
年
版
に
な
る
と
、

そ
の
内
容
が
以
下
の
よ
う
に
一
変
し
て
い
る
（
註
⑤
）
。

英
国
病
に
続
い
て
イ
タ
リ
ア
病
、
フ
ラ
ン
ス
病
、
北
欧
福
祉
国
家
病
と
、
最

近
、
西
欧
先
進
国
の
文
明
病
、
社
会
病
に
関
す
る
議
論
が
大
変
活
発
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
社
会
病
理
症
状
に
は
、
国
情
や
文
化
に
よ
っ
て
差
異

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
共
通
性
と
し
て
は
、
①
経
済
の
停
滞
、
②
財
政
の
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行
会　

一
九
八
〇　

一
六
頁
）
も
、
福
祉
国
家
路
線
か
ら
の
脱
却
を
暗
示
す
る
用

語
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
「
西
欧
型
福
祉
国
家
」
と
日
本
の
相
違
を
際
立
た
せ
る

意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
一
九
七
九
年
に
自
由
民
主
党
が
出
版
し
た
『
日
本
型

福
祉
社
会
』
に
は
、
「
福
祉
社
会

―
福
祉
国
家
で
は
な
い

―
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。

大
平
首
相
が
打
ち
出
し
た
方
針
は
、
国
家
の
理
想
像
を
め
ぐ
る
大
胆
か
つ
急
速

な
認
識
の
転
換
を
国
民
に
迫
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
自
由
民
主
党
が
結
党
時
に

発
表
し
た
綱
領
に
は
、
は
っ
き
り
と
「
福
祉
国
家
の
完
成
を
期
す
る
」
と
記
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
自
民
党
が
政
権
を
担
い
つ
づ
け
、
よ
う
や

く
政
府
が
「
福
祉
元
年
」
を
宣
言
し
た
の
は
、
大
平
内
閣
が
誕
生
す
る
五
年
前
の

一
九
七
三
年
で
あ
っ
た
。
同
年
に
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
世
論
調
査
の
結

果
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
将
来
像
と
し
て
「
福
祉
国
家
」
を
選
択
し
た
回
答
者
が
全

体
の
五
三
％
を
占
め
て
い
る
（
註
②
）
。

古
い
理
想
の
放
棄
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
理
想
の
提
示
を
必
要
と
し
た
で

あ
ろ
う
。
上
述
の
背
景
を
考
え
る
と
、
と
り
わ
け
「
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
研

究
グ
ル
ー
プ
」
の
報
告
書
が
興
味
を
ひ
く
。
そ
の
結
論
に
あ
た
る
「
提
言
」
で

は
、
財
政
政
策
に
つ
い
て
「
「
効
率
の
よ
い
政
府
」
の
実
現
を
目
指
す
」
と
い
う

目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
具
体
的
に
は
民
営
化
の
推
進
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
報
告

書
の
文
言
を
引
用
す
れ
ば
、
「
政
府
は
、
本
来
政
府
が
な
す
べ
き
こ
と
と
、
民
間

に
委
ね
る
べ
き
こ
と
と
を
明
確
に
区
別
し
て
、
民
間
に
委
ね
る
べ
き
問
題
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
行
掛
か
り
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
勇
断
を
持
っ
て
民
間
に
移

管
す
べ
き
で
あ
る
」
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
室
分
室
・
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
室　

一
九
八
〇　

一
三
七
‐
一
三
八
頁
）と
い
う
。
さ
ら
に
福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
、「
い

わ
ゆ
る
「
ば
ら
つマ

マ

〔
ま
？
〕
き
福
祉
」
を
避
け
」
て
社
会
的
に
疎
外
さ
れ
た
「
真

の
弱
者
」
の
み
に
国
の
支
援
を
施
す
方
針
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
が
考
え

る
に
は
、
福
祉
は
「
極
力
、
民
間
の
活
力
、
地
域
、
企
業
な
ど
を
含
め
た
さ
ま
ざ

ま
な
集
団
に
お
け
る
自
助
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
か
ら
で
あ

る
（
同
前　

一
六
二
頁
）
。
政
策
は
「
自
助
精
神
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
留

意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
戒
め
ら
れ
て
い
る
（
同
前　

一
三
八
頁
）
。

ご
く
短
い
抜
粋
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
提
言
は
先
に
ふ
れ
た
「
日
本
型
福
祉

社
会
」
の
建
設
を
示
唆
し
て
い
る
。
大
平
の
問
題
意
識
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
こ

そ
最
優
先
の
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
平
は
施
政
方
針
演
説
の
な
か

で
「
公
正
で
品
格
の
あ
る
日
本
型
福
祉
社
会
の
建
設
に
力
を
い
た
す
方
針
で
あ

り
ま
す
」
（
大
平
正
芳
回
想
録
刊
行
会　

一
九
八
〇　

一
六
頁
）
と
宣
言
し
て
い

た
。
政
策
研
究
会
の
人
選
を
担
う
な
ど
（
福
永　

二
〇
〇
八　

二
三
五
頁
、
中
北　

二
〇
一
四　

一
一
二
頁
）
、
も
っ
と
も
大
平
が
頼
り
に
し
た
助
言
者
の
三
人

―

公
文
俊
平
（
東
京
大
学
教
授
）
、
香
山
健
一
（
学
習
院
大
学
教
授
）
、
佐
藤
誠
三
郎

（
東
京
大
学
教
授
）

―
も
、
後
述
の
と
お
り
、
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
の
理
論
化

と
正
当
化
に
尽
力
し
た
。

こ
の
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
構
想
に
現
実
的
な
基
盤
を
与
え
、
そ
の
説
得
力
を

つ
よ
め
る
た
め
、
政
策
委
員
会
の
報
告
書
で
は
特
定
の
日
本
人
像
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
報
告
書
は
、
い
わ
ゆ
る
「
終
身
雇
用
」
と
年
功
序
列
・
賃
金
を
備
え
た

「
日
本
の
雇
用
特
性
」
に
「
「
人
と
人
の
間
柄
」
を
大
切
に
す
る
日
本
文
化
の
特

質
」
を
見
い
だ
し
、
そ
の
尊
重
と
活
用
を
「
「
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
」
の
目
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る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
佐
々
木　

一
九
九
九　

二
六
頁
）
と
し
て
も
、
今
日
、

あ
え
て
人
間
の
考
察
に
踏
み
込
む
政
治
学
者
は
少
な
い
。
「
人
間
と
政
治
」
と
い

う
問
題
設
定
は
、
も
は
や
思
想
史
研
究
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
人
物
の
学
説
に
の

み
見
い
だ
せ
る
過
去
の
遺
物
と
な
っ
た
観
が
あ
る
。

本
稿
に
は
、
こ
の
よ
う
な
概
括
的
な
認
識
に
異
議
を
差
し
挟
む
意
図
は
な
い
。

し
か
し
、
過
去
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
の
政
治
改
革
や
新
政
策
の
構
想
に
も
、
ホ
ッ

ブ
ズ
や
ロ
ッ
ク
の
場
合
と
同
様
、
特
定
の
人
間
像
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
政
治

的
な
構
想
が
描
か
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
な
か
に
「
人
間
と
政
治
」
の
論
題
が
息
づ

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
実
情
を
、
本
稿
で
は
具
体
例
を
と
お
し
て
確
認
す
る
。

人
間
観
の
妥
当
性
や
、
そ
の
人
間
観
と
政
治
的
な
構
想
と
の
適
合
性
が
問
わ
れ
て

い
る
の
は
、
歴
史
上
の
思
想
家
ば
か
り
で
は
な
い
。

本
稿
が
実
際
に
検
討
に
付
す
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
期
に
成
立
し
た
大
平
内

閣
の
下
で
発
表
さ
れ
た
政
策
提
言
で
あ
る
。
近
年
に
至
り
、
そ
の
政
治
史
的
な
意

義
が
注
目
さ
れ
始
め
た
提
言
は
、
首
相
の
意
向
で
設
置
さ
れ
た
政
策
研
究
会
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
（
註
①
）
。
そ
の
研
究
会
は
、
「
田
園
都
市
構
想
研
究
グ
ル
ー

プ
」
「
対
外
経
済
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
」
「
多
元
化
社
会
の
生
活
関
心
研
究
グ
ル
ー

プ
」
「
環
太
平
洋
連
帯
研
究
グ
ル
ー
プ
」
「
家
庭
基
盤
充
実
研
究
グ
ル
ー
プ
」
「
総

合
安
全
保
障
研
究
グ
ル
ー
プ
」
「
文
化
の
時
代
研
究
グ
ル
ー
プ
」
「
文
化
の
時
代
の

経
済
運
営
研
究
グ
ル
ー
プ
」
、
そ
し
て
「
科
学
技
術
の
史
的
展
開
研
究
グ
ル
ー
プ
」

と
九
つ
に
も
及
ぶ
。

首
相
就
任
前
か
ら
「
戦
後
の
総
決
算
」
を
唱
え
る
な
ど
、
時
代
の
転
換
を
意
識

し
て
い
た
大
平
正
芳
は
、
日
本
が
「
近
代
化
の
時
代
か
ら
近
代
を
超
え
る
時
代
に
、

経
済
中
心
の
時
代
か
ら
文
化
重
視
の
時
代
に
至
っ
た
」
と
施
政
方
針
演
説
で
語
っ

て
い
る
。
こ
の
発
言
の
直
前
に
「
急
速
な
経
済
の
成
長
の
も
た
ら
し
た
都
市
化
や

近
代
合
理
主
義
に
基
づ
く
物
質
文
明
自
体
が
限
界
に
き
た
」と
指
摘
し
た
大
平
は
、

も
は
や
経
済
成
長
を
見
込
め
な
く
な
っ
た
新
た
な
時
代
に
合
わ
せ
、
政
府
の
役
割

か
ら
国
民
の
生
活
ま
で
を
包
括
的
に
見
直
す
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
た
（
大
平
正

芳
回
想
録
刊
行
会　

一
九
八
〇　

一
六
頁
）
。

こ
の
よ
う
な
壮
大
な
構
想
に
く
わ
え
、
大
蔵
省
出
身
の
大
平
は
、
国
債
依
存
に

陥
り
つ
つ
あ
っ
た
財
政
の
再
建
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
早
く
も
一
九
七
〇
年
代
の
初
頭
か
ら
、
国
債
に
頼
る
政
治
は
「
ツ
ケ
の

政
治
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
悪
癖
か
ら
脱
し
な
け
れ
ば
「
や
が
て
架
空
の
信
用

を
交
換
す
る
融
通
手
形
の
政
治
に
お
ち
か
ね
な
い
」
と
大
平
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
た
（
大
平　

一
九
七
七　

九
九
頁
）
。
石
油
危
機
と
そ
の
後
に
つ
づ
い
た
景
気

後
退
は
、
大
平
の
焦
燥
感
を
深
め
た
で
あ
ろ
う
。

折
し
も
三
木
内
閣
の
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
大
平
は
、
一
九
七
五
年
四
月
に
「
財

政
危
機
宣
言
」
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
大
平
が
主
張
し
た
の
は
、
新
た
な

財
源
の
確
保
に
く
わ
え
、
歳
出
節
減
の
必
要
性
で
あ
っ
た
（
公
文
・
香
山
・
佐
藤　

一
九
九
〇　

三
五
六
頁
）
。
三
年
後
に
首
相
に
就
任
し
た
大
平
は
、
初
閣
議
後
の

記
者
会
見
で
、
「
政
治
が
甘
い
幻
想
を
国
民
に
ま
き
散
ら
す
こ
と
は
つ
つ
し
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
自
戒
す
る
一
方
、
「
同
時
に
国
民
の
方
も
あ
ま
り
過
大
な

期
待
を
政
治
に
持
っ
て
欲
し
く
な
い
」
と
大
胆
に
訴
え
た
（
『
朝
日
新
聞
』
十
二

月
九
日
）
。
大
平
は
社
会
保
障
の
縮
小
を
示
唆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
平
が
施

政
方
針
演
説
の
な
か
で
言
及
し
た
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
（
大
平
正
芳
回
想
録
刊
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一
九
七
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
「
人
間
と
政
治
」

―
「
間
柄
主
義
」
「
間
人
主
義
」
の
政
治
的
含
意

― 

春 

名 

展 

生

は
じ
め
に

人
間
と
政
治
の
関
係
は
、
政
治
学
の
古
典
的
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
丸

山
真
男
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

政
治
を
真
正
面
か
ら
問
題
に
し
て
来
た
思
想
家
は
古
来
必
ず
人
間
論
（
ア

ン
ト
ロ
ポ
ロ
ギ
ー
）
を
と
り
あ
げ
た
。
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
マ

キ
ア
ヴ
ェ
リ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ベ
ン
タ
ム
、
ル
ソ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、

マ
ル
ク
ス
、
ニ
ー
チ
ェ

―
こ
れ
ら
の
ひ
と
び
と
は
み
な
、
人
間
あ
る
い
は

人
間
性
の
問
題
を
政
治
的
な
考
察
の
前
提
に
お
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
深

い
理
由
が
あ
る
。

　

政
治
の
本
質
的
な
契
機
は
人
間
の
人
間
に
対
す
る
統
制
を
組
織
化
す
る
こ

と
で
あ
る
。
統
制
と
い
い
、
組
織
化
と
い
い
、
い
ず
れ
も
人
間
を
現
実
に
動

か
す
こ
と
で
あ
り
、
人
間
の
外
部
的
に
実
現
さ
れ
た
行
為
を
媒
介
と
し
て
は

じ
め
て
政
治
が
成
り
立
つ
。
従
っ
て
政
治
は
否
応
な
く
人
間
存
在
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
全
体
的
に
知
悉
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
丸
山　

一
九
九
五　

二
〇
七
頁
）
。

右
記
の
一
節
で
始
ま
る
論
文
「
人
間
と
政
治
」
の
ほ
か
に
も
、
丸
山
は
『
人
間

と
政
治
』
（
丸
山　

一
九
六
一
）
と
題
し
た
著
書
を
編
集
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
政
治
学
の
「
科
学
化
」
が
す
す
む
に
つ
れ
、
そ
の
哲
学
的
な
要
素
は
削

ぎ
落
と
さ
れ
て
い
っ
た
。
端
的
に
い
え
ば
、
人
間
性
の
探
究
は
、
現
代
政
治
学
の

本
分
と
は
見
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
も
あ
ろ
う
、
丸
山
の
教

え
を
受
け
た
高
畠
通
敏
に
も
「
現
代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」
と
題
し
た
論
考
が

あ
る
が
、
そ
の
書
き
出
し
は
い
さ
さ
か
弁
明
の
響
き
を
帯
び
て
い
る
。

「
政
治
」
と
「
人
間
」
と
い
う
問
題
の
た
て
方
を
冷
笑
す
る
政
治
の
専
門
研

究
者
は
多
い
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
文
学
的
な
発
想
と
し
て
、
感
じ
ら
れ

る
か
ら
だ
（
高
畠　

一
九
九
七　

九
四
頁
）
。

い
つ
の
時
代
で
も
理
論
上
は
「
政
治
学
は
人
間
に
つ
い
て
の
考
察
を
避
け
て
通
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